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グローバル探究Ⅲ
～課題解決力を磨く～

課題解決力を深化させ、「解」の提案を行う
・ 高知型モデルの海外での展開
・ グローバルな視点での高知型モデルのブラッシュアップ
・ 高知と世界のローカルな地域との連携による新たな可能

性（※下記Ⅰと同じサポート）

英語で世界に発信

食に関するテーマに基づき、探究結果を一人一
人個別化し、自己の果たすべき役割を明確にして、
英語による課題論文を完成させ、「解」のプレゼン
テーションを行う
（※下記と同じサポート）

１ 年

２ 年

３ 年

■官民あげて重要政策の『高知県産業振興計画』を推進中

・「食品産業の振興」 「食を活かした観光振興」 は、その主要テーマ

・人材育成から地産外商まで一貫した支援を展開

■食を活かした地域創生の実績（北川村、馬路村等）→他の多くの地域や企業でも産業振興計画を活用して挑戦中

■高知県グローバル教育推進委員会を中心に、ＰＤＣＡを実施し、全体を進捗管理

本計画の地域ごとのプラン245本のうち
「食」に関連するプランが135本(約５５％)

【具体的な取組例】
ユズ果汁等の輸出販売の拡大、学校給食での魚食の
普及、ご当地グルメの確立、お土産品の開発、食の祭
典の開催 など

【参考】 高知西高校の「食」に関する最新の取り組み
(株)ローソンと高知西高校調理部（部員８０名）のコラボ企画とし

て、高知の代表的なお菓子「芋けんぴ」を使ったデニッシュと柚

子のタルトを商品開発

平成27年１月27日から中国・四国地域の１１５０店舗で販売開始
ALL Kochi

 

 

SUPPORT

グローバル探究Ⅰ
～課題発見力を磨く～

設定したサブテーマに基づき、食を題材として、
先人や地域に学ぶ調査・探究活動
(1) 生産流通問題 (2) 六次産業 (3) 食と健康
(4) 食と観光 等
※ 大阪大学 山本ベバリーアン教授、国際バカロレ

ア機構 坪谷理事、高知大学地域協働学部上田
学部長、JETRO、JICA、県内金融機関等による
サポート

食に関する課題や成功事例等の収集
＋ 要因分析

(1) 県内外で食に関する課題や課題解決した成功事例等を
収集と、様々な要因の分析

(2) 大阪大学等の留学生との定期交流、リサーチ、討論
(3) シンガポールを訪問し、現地学生との討論や食に関する

課題を発見（８月）
(4) 大阪大学 神里特任准教授による食に関する提言

実践的英語力養成

(1) 多読・多聴・多話・多書によるバランスのとれた
４技能の伸長

(2) 海外の高校と「食」をテーマとするディベートや
ディスカッション

世界から高知へ

高知から世界へ

課題解決能力
を高める 英語運用能力を磨く

グローバル探究Ⅱ
～思考力、表現力を鍛える～

(1) 収集した課題や成功事例等から、課題解決に
向けての試案作成及びその検討

(2) 専門家や大学院生による助言システムを利用
して探究を深める（※下記Ⅰと同じサポート）

地域創生のモデルづくり
＋ 海外視点でのブラッシュアップ

(1) 国内・海外でのインターンシップ
(2) 連携国と本県の地域創生モデル検討
(3) 現地高校生や大学生との地域創生モデルについての討

論
海外フィールドワーク：シンガポールや香港での市場調査、

オーストラリア、インドで地域創生に向けた調査（８月）
(4) オーストラリアの大学と高校と事前のネット討論をもとに直

接討論会
(5) 大阪大学等からの海外活動に関する助言
※ 旭食品(株) 、(株)太陽、高知県シンガポール事務所 等

によるサポート

英語で世界を探究

設定された食に関するテーマに基づき、海外との
ネット討論も活用して、オールイングリッシュで探究
を深める

※ 神奈川県立国際言語アカデミア 江原教授、
島根大学 キップケイツ教授、高知県国際交流
課によるサポート

海外インターンシップ
・インド ・オーストラリア ・香港 ・シンガポール

等で多様な形態の職業体験

地域創生のモデルの展開
＋ 未来を切り拓く「志」の醸成
(1) 「食と地域創生」国際シンポジウムを開催して、連携国と

本県の地域創生モデルを提示
＊大阪大学から国際シンポジウム開催のノウハウの指導を受ける。
例 ・ 本県のユズに次ぐ輸出品目と販路拡大策の提案

・ 海外のローカルな地域の未活用な産品の加工販売を提案

(2) 提言と意見交換を行う専用ウェブサイトの立ち上げ
(3) 未来を切り拓く「志」や「自信」を醸成

【連携先】大阪大学、高知大学、高知工科大学、タスマニア大学、シンガポール国立大学、ザフレンズスクール、タレマーシュタイナースクール、カナディアンインターナショナルスクールシンガポール
旭食品(株)、(株)太陽インド工場、ニッポン高度紙工業(株)、ＪＡ土佐あき、(株)DOORZ、高知県貿易協会、高知商工会議所、土佐経済同友会、四国銀行、北川村、高知県 等

海外リサーチ
・シンガポール ・オーストラリア ・香港

等で 「食」に関するインタビューや

協議を行う

ＳＧＨ開発構想
「食を活かした地域創生」をテーマにしたグローバル人材の育成

高知県が官民あげて取り組んでいる「食を活かした地域創生」をテーマに、グローバルな視点から様々な事例を学び、地域が持つ価値を最大限に活かした、持続可能な「地域

創生モデル」を探究する。さらに、地域創生モデルを広く世に展開する過程を通して、高知県のみならず世界のローカルな地域の活性化に貢献できる人材を育成する。

高知県のグローバル教育が目指す人材
郷土を愛し、その発展に貢献できる人材や、高い志をもち高知から世界へチャレンジできる人材

目指す生徒
・異文化への理解と日本人としてのアイデンティティ、幅広い教養を基にした高いコミュニケーション能力
・主体性や積極性、チャレンジ精神、協調性、柔軟性を備えた強いリーダーシップ
・社会貢献意識を高くもちながら、知識を集め、新しい価値を創造できる課題発見力、課題解決力
それらの力を身に付けることにより、将来、グローバルな視点から高知で起業し地域を創生する、又は海外で起業し世界にも貢献できる生
徒

高知県立高知西高等学校のスーパーグローバルハイスクール構想

ＳＧＨ構想図
（文部科学省提出）

生徒全員が、個人で
リサーチペーパー
（論文）を作成

生徒全員がグループ
でリサーチペーパー
（論文）を作成

（世界に焦点を当てた
取組）

４つのサブテーマ
（地域（高知）に焦点

を当てた取組）

国際シンポジウム
（7月）

・探究成果発表

・パネルディスカッション
（提携校：Tarremah Stainer

School）

海外リサーチ
（9月/11月）

１年：香港、台湾
２年：シンガポール、

タイ
３年：シンガポール国立

大学でポスター
セッション

地域の課題と対策につい
て県内外の企業、大学、
NPO法人等から学ぶ

http://www.google.co.jp/url?url=http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9C%B0%E5%9B%B3&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=MrJhVP3UNeGRmwXa9ILwAQ&ved=0CBYQ9QEwAA&usg=AFQjCNF6JJei4rjJZV2pfJddfCYpaoeV_g


CONTENTS

１．グローバル人材に必要な力
２．取組の両輪
３．グローバル探究
４．英語学習
５．評価
６．成果・生徒の変容
７．課題



１ グローバル人材に必要な力

・コミュニケーション力
・チームを前進させるリーダーシップ
・問題発見、問題解決力
・創造的、批判的、論理的思考力
・表現力
・英語運用能力



２ 取組の両輪

（１） グローバル探究（総合的な学習）

（２） 英語学習



３ グローバル探究（探究学習）
（１） 教育課程上の時間割

1年生：グローバル探究Ⅰ（2単位）
2年生：グローバル探究Ⅱ（2単位）
3年生：
理型：グローバル探究Ⅲ（1単位）
文型、英語科：

グローバル探究Ⅲ（1単位）
課題論文（1単位）



【探究テーマ】
「①食を活かした②地域創生」をテーマに

③グローバル人材を育成する

【対象】

全生徒
（H30生徒数普通科719名、英語科120名）



（２）授業カリキュラム

① 食
・素材を活かす。（「六次産業」）

（地域素材、環境を活用するために）
・食を広げる。（「生産流通」）

（流通促進、販売促進のために）
・食を活かす。（「食と観光」）

（観光による経済効果促進のために）
・食で考える。（「食と健康」）

（貧困問題、健康問題解決のために）



② 地域
①高知県（1年生）
現状と課題を理解し解決案まで示す。
（郷土愛を育むために）

②世界（2年生）
ＳＤＧｓを参考に世界の地域課題解決。
（グローバル思考の醸成）

③グローカルな取組（3年生）
高知と世界の繋がりでとらえる。
（世界＝グローバル、高知＝ローカル）



③グローバル人材

「高知県の問題」から「世界の抱える問題」へ

少子高齢化、地域活性化、経済、健康寿命、
強みの一次産業を生かす取組、市場との距離

高知の課題解決を考えることは、
世界のどこかの地域課題解決に繋がる
Think globally, Act locally（＝グローカル）

（例）酒の消費量と健康寿命が似ているリトア
ニアに、高知県の解決策を提案する。



〔指導方法〕

・全学年の正副担任を中心として、全ての教員が指導に関わる。

→定期的な担当者会を開催し、指導計画に関しての打ち合わせ、意見交換を行う。

・県内外の大学教員の講演や助言を受けることのできる機会を設定。
（高大連携：専門的知識・技術・方法論の獲得）

・県内外の企業、NPO法人の講演や助言を受けることのできる機会を設定。
（専門的知識・技術の獲得）

・各学年、探究成果を発表する機会を設定する。



Ｈ２９　高知西高校　グローバル探究Ⅰ　研究計画 グローバル教育部
研

究

テ

ー

マ

授業実施日

育
成
す
る
力
サ

イ

ク

ル

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

「食を活かした地域創生」をテーマにしたグローバル人材の育成 水曜日６・７限目

①郷土を愛し、地域の発展に貢献しようとする態度（日本人としてのアイデンティティ）
②地域の取組や食を題材にした先人の成功事例をもとにした要因分析力
③高知県の社会課題における課題発見力、課題解決力
④新たな付加価値をもたせた「高知県の地域創生モデル案」を考案していく過程で培われる創造的・批判的・論理的思考力
⑤グループ探究活動を基にしたコミュニケーション能力や表現力及びリーダーシップ

　高知の現状理解　→　成功事例の収集　→　成功要因分析　→　成功要因の組合わせ・アレンジ　→　オリジナルな高知の地域創生モデル案づくり　→　発表

グ
ロ
ー

バ
ル
探
究
Ⅰ

・
地
域
創
生
モ
デ
ル
案
作
成
開
始
①
②
（
十
月
五
日
～
）

高知の社会課題理解/成功事例収集/成功要因分

析/１学期で簡単な探究サイクルを経験（課題設定

→設定理由→参考文献ピックアップ→解決案の提

示）

・
グ
ル
ー
プ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

意
見
を
自
由
に
言
い
合
え
る
仲
間
づ
く
り

・
表
現
ス
キ
ル
の
獲
得

意
見
集
約
の
仕
方

講
師
：
畠
中
智
子
氏
（
わ
ら
び
の
）

・
探
究
と
は
何
か

・
４
観
点
食
と
観
光
、
食
と
健
康
、
六
次
産
業
、
生
産
流
通
）
に
つ
い
て

講
師
：
受
田
博
之
副
学
長
（
高
知
大
学
）

・
４
観
点
か
ら
の
職
業
人
講
話

講
師
：
1

0
名
（
食
と
観
光
、
食
と
健
康
、
六
次
産
業
、
生
産
流
通
）

・
ガ
イ
ダ
ン
ス

リサーチ活動（フィールドワーク）

大阪リサーチ・海外リサーチ、県内

リサーチ（７地域）：四万十町/仁淀/

久礼・須崎/高知市/嶺北/安芸・室

戸/馬路

・
県
内
リ
サ
ー
チ
に
向
け
て

①
訪
問
す
る
企
業
の
情
報
収
集

②
質
問
事
項
の
作
成

・
県
内
リ
サ
ー
チ
（
全
員
）

７
地
域
：
四
万
十
町
／
仁
淀
川
流
域
／
久
礼
／

高
知
市
／
嶺
北
／
安
芸
／
馬
路
／
檮
原

・
県
内
リ
サ
ー
チ
ま
と
め
（
成
功
要
因
分
析
）

・
県
内
リ
サ
ー
チ
発
表

探究活動（地域創生モデル案作成）～解決したい高知の社会課題を設定して、

講話や地域の活動から得られた成功要因を基にしつつ、先行研究、文献を研究

してオリジナルの解決案を提案する～

グローバル思考の醸成・・２年次の探究活動に資する。

・
台
湾
リ
サ
ー
チ
（
1

1
名
）

・
香
港
リ
サ
ー
チ
（
４
名
）

・
高
知
県
の
S

W

O

T
分
析
②

・
大
阪
リ
サ
ー
チ
（
県
大
阪
営
業
所
、
大
阪
大
学
、

サ
ン
ト
リ
ー
、
ア
メ
リ
カ
総
領
事
館

１
年
１
９
名

・
東
京
リ
サ
ー
チ
（
全
員
）

修
学
旅
行
最
終
日
に
、
全
５
６
チ
ー

ム
が
企
業
を
訪
問
し
て
成
功
事
例
を
収
集
す
る
。
ま
た
、
地
域
創

生
モ
デ
ル
案
を
発
表
し
て
評
価
を
得
て
帰
校
す
る
。

・
東
京
リ
サ
ー
チ
（
修
学
旅
行
）
で
訪
問
す
る

企
業
の
情
報
収
集
、
質
問
事
項
の
作
成

・
地
域
創
生
モ
デ
ル
案
作
成
③
④

・
地
域
創
生
モ
デ
ル
案
作
成
⑤
⑥

・
地
域
創
生
モ
デ
ル
案
⑦
（
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
）

・
地
域
創
生
モ
デ
ル
案
（
⑧
成
果
発
表
会

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

総

括

・
振
り
返
り
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

・
高
知
県
の
取
組
を
知
る
（
産
業
振
興
計
画
）

講
師
：
戸
梶
竜
太
氏
（
高
知
県
庁
）

・
高
知
の
現
状
と
課
題
を
知
る
①

講
師
：
北
村
亘
教
授
（
大
阪
大
学
）

・
来
年
度
の
G
探
Ⅱ
に
む
け
て

・
高
校
生
国
際
問
題
を
考
え
る
日
参
加
２
チ
ー
ム
（
２
月
３
日
）

・
高
知
県
の
S

W

O

T
分
析
①

高知県の現状と課題の理
解、ディスカッションス
キルの向上（タブレット
無し）

フィールド
ワーク
机上の論理だ
けではなく、
実際に現地に
行き、経営者
や取組実践者
に話を聞く。

Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析

テ
ー
マ
設
定
に
根
拠

を
も
た
せ
る

高知県の地域創生モデル案作成

テーマ設定
根拠をあげて問題点の指摘
解決案

グループ発表
・分かったこと
・関心のある地域課題

グループ発表
・立ち向かっている課題
・分かったこと

グループ発表（東京）
・地域創生モデル案の発表
・ポスターセッション

グループワーク
・コミュニケーション力
・論理的・批判的・創造的思考力
・郷土愛・郷土理解



１年生 活動風景

県内企業訪問（（株）四万十ドラマ） 職業人講話で高知県の企業活動を知る

海外リサーチ（台湾）
台湾の生徒と交流

教室内での活動

探究成果発表海外リサーチ（香港）
企業訪問（西原商会）



Ｈ２9　高知西高校　グローバル探究Ⅱ　研究計画 グローバル教育部

授業実施日

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

①１年次で醸成された郷土愛を基盤にした「世界の中での日本人としての文化的アイデンティティ」
②グループ探究活動を基にしたコミュニケーション力や表現力及びリーダーシップ
③幅広い知識と教養を基盤にした課題発見力、課題解決力
④SDGｓを基にした地域課題解決をグループで取り組み、リサーチペーパー（論文）にまとていく過程で培われる創造的・批判的・論理的思考力
⑤メディアリテラシー、情報活用能力

①高知の社会課題解決　→　世界で高知と似た問題を抱える地域の選定　→　その地域の課題解決に発展
②世界のある地域の社会課題解決　→　高知の社会課題解決に発展
③世界のある地域の社会課題解決　→　世界の社会課題解決に発展

グループ結成→探究テーマ設定→解決案の提示→夏休みアクションプラン実行（アンケート・関係機関への聞き取り等）→論文フローチャート作成→中間発表→研究論文作成→発表

金曜日６・７限目「食を活かした地域創生」をテーマにしたグローバル人材の育成

普通科は理型（２クラス）、文型（４クラス）、その中で国連が提唱する持続可能な開発目標（SDGｓ）を参考に探究したいテーマを選び、テーマ別にクラスをこえてグループを結成す
る。英語科（１クラス）はクラス内でグループ化。

・
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
（
論
文
）
作
成

グループ結成 → 探究テーマ・解決案作成 → 夏休みア

クションプラン策定（関係機関への聞き取り、フィールドワー

ク、アンケート調査等）

・
探
究
手
法
を
学
ぶ

関
心
の
あ
る
世
界
の
出
来
事

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
像
と
は

・
第
１
回
構
想
発
表
（
6

月
3

0
日
）

大
学
教
授
８
名
に
よ
る
指
導
・
助
言

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
論
文
と
は
）

夏の調査活動を活かして探究内容を深化 → 中間発表 → 地域をグローバルに発展させ

た「食を活かした地域創生」案を作成 → クラス発表 → 全体での発表

・
地
域
課
題
解
決
案
（
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
）

・
情
報
収
集
（
夏
休
み
行
動
計
画
策
定
）

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
リ
サ
ー
チ
（
9

名
）

・

リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
（
論
文
）
作
成

・

S

G

H

成
果
発
表
会
（
２
月
１
４
日
代
表
グ
ル
ー
プ
）

夏休みアク

ションプラ

ン実行

・
振
り
返
り
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

・
グ
ル
ー
プ
決
め
①
②

・
第
２
回
構
想
発
表
（
９
月
１
５
日
）
大
学
教
員
８
名

・
夏
休
み
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
ま
と
め
・
発
表

・
中
間
発
表
（
1

0
月
2

7
日
）
大
学
教
官
８
名

・
夏
休
み
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
実
行

関
係
機
関
聞
き
取
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等

・
タ
イ
リ
サ
ー
チ
（
５
名
）

・
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
（
論
文
）
提
出
（
１
２
月
１

５
日

・
来
年
度
の

G

探
Ⅲ
に
む
け
て

・
「
世
界
津
波
の
日
」
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
沖
縄

1

1
月
７
～
９
日
（
２
名
）

・
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
（
論
文
）
テ
ー
マ
設
定

・

S

D

G

ｓ
、
世
界
の
諸
課
題
に
つ
い
て

講
師
：
杉
尾
智
子
氏
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国
）

・
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
（
論
文
）
加
筆
・
修
正

・
高
校
生
国
際
問
題
を
考
え
る
日
参
加
７
チ
ー
ム
（
２

月
３
日
）

・
S

G

H

甲
子
園
参
加
１
チ
ー
ム
（
３
月
２
４
日
）

・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
全
グ
ル
ー
プ
４
回
発
表
）

論文とは
ＳＤＧｓとは
テーマ設定
夏休みアクション検討

６月下旬
大学教授にプレゼン

夏休みア
クション
プランの
実行

リサーチペーパー（論文）を作成
・世界の地域課題解決
・高知と世界の繋がりで地域課題解決

県内外で発表
９月中旬
大学教授との相談会

１０月下旬
大学教授に中間発表



２年生 活動風景

教室内での活動 大学教員による助言

海外リサーチ（シンガポール）
（日立アクアテック）

大学教員への中間報告

SGH成果発表会四国高校生SGH会議
（in松山）



Ｈ２９　高知西高校　グローバル探究Ⅲ　年間計画 グローバル教育部
研

究

テ

ー

マ

授業実施日

テ

ー

マ

設

定

実
施

方
法

育
成
す
る
力
サ

イ

ク

ル

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

「食を活かした地域創生」をテーマにしたグローバル人材の育成
普通科理型：水曜日５限目
普通科文型/英語科：水曜日６限目

①１・２年次で醸成された郷土愛を基盤にした「世界の中での日本人としての文化的アイデンティティ」
②幅広い知識と教養を基盤にした課題発見力、課題解決力
③個人が関心のあるテーマを設定し、リサーチペーパー（論文）にまとめていく過程で培われる創造的・批判的・論理的思考力と表現力、および適切な根拠を選択
する判断力
④メディアリテラシー、情報活用能力

個人の関心のある事象

探究テーマ設定→リサーチペーパー作成→提出→加筆・修正→（国際シンポジウム発表）→完成　

　理型（２クラス）は2000字以上、文型（４クラス）は4000字以上の個人によるリサーチペーパー（論文）を作成する。個人の関心のある事象をあげ、そこから深堀し
ていく中で問題の本質をテーマに取り上げ、課題設定し、しっかりした論拠とともに論を展開し、最後に自分の考えを示す。

グ
ロ
ー

バ
ル
探
究
Ⅲ

テーマ設定 → リサーチペー

パー（論文）作成 → 提出

・
探
究
テ
ー
マ
設
定
及
び
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
（
論
文
）
執
筆

・
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
（
論
文
）
第
一
回
提
出

・
ガ
イ
ダ
ン
ス

リサーチペーパー（論文）加筆・修正 または進路実現に向けた探求学習 → 完成

・
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
（
論
文
）
加
筆
修
正

・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
７
月
1

3
日
）

リサーチペーパー（論

文）加筆・修正→ 国

際シンポジウム発表

・
振
り
返
り
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

・
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
（
論
文
）
第
二
回
提
出

・
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
（
論
文
）
加
筆
修
正

・
進
路
実
現
に
向
け
た
探
求
学
習

・
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
（
論
文
）
最
終
提
出

・
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ン
ク
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
参
加
（
４
名
）

個人でリサーチペーパー
（論文）を作成

探究テーマ
・２年次の探究を深める。
・進路に合わせた内容の
問題点にする。

理型2000字以上
文・英4000字以上

現状と根拠に基づいた問
題点の指摘、自分の考え

・進路実現に向けた探求活動

・リサーチペーパー（論文）修正



３年生 活動風景

教室内での活動
講演
プレゼンテーションスキル

海外で探究成果発表
（グローバル・リンク・シンガポール）

指導担当者への中間報告

高知西高校SGH国際シンポジウム



４ 英語学習
（１） 教育課程上の時間割

１年生：英語表現Ⅰ（3単位）

２年生：
普通科：英語表現Ⅱ（2単位）
英語科：グローバルエデュケーションⅠ（2単位）

３年生：
普通科：英語課題探究（２単位 選択科目）
英語科：グローバルエデュケーションⅡ（2単位）



（２）英語表現Ⅰ

•外国人講師によるソロ授業

（ディベート入門・カントリープロジェクト等）

•多読 （タブレットを使って内容理解問題に挑戦）

•文法演習（パフォーマンステスト含む）

•週末課題 （英作文課題）



多書

英語表現の授業
週1回の課題



ＥＲＲＯＲ万歳♪

多読
多読

多聴

多書

多話



（３）グローバルエデュケーションⅠ
・１学期から２学期前半

グローバルな課題に関するテーマ学習
〇サブテーマ：「信仰と食」

「食とフェアトレード」
「言語・習慣と食文化」

・２学期後半
語学研修の訪問国イギリスに関する
リサーチ活動、冊子づくり、
プレゼンテーション



（４）英語課題探究
グローバルエデュケーションⅡ

・１学期
昨年度のリサーチペーパーの内容の再検討

国際シンポジウムでの発表（グループ）

・２学期
リサーチペーパーの作成及び発表（個人）



（５）英語表現Ⅱ

・１学期
設定された食に関するテーマに基づき、グルー
プで発表

・２学期前半
設定された食に関するテーマに基づき、個人で
発表

・２学期後半 ディベート



ＳＧＨの外部評価（県教委主催）

・ＳＧＨ運営指導委員会（７月、２月）

・グローバル教育推進委員会（7月、10月、１月）

指摘された箇所は修正を図る。

５．評価



外部からの評価（国際シンポジウム参加者や外部講師から）

・地元の地域課題について理解している。

・ＳＷＯＴ分析により根拠がしっかりしている。

・ＳＤＧｓを基にして世界課題を探究している。

・アンケートでオリジナルデータがある。

・年々良くなっているが、本当の問題が何かにまだ、迫
れていないグループがある。



６．成果、生徒の変容
・明確な論拠を挙げてプレゼンすることができるようになった。

・自身で探究の問い立て、リサーチし、論文を作成したことで、
批判的・創造的・論理的思考力が向上した。

・リサーチペーパー（個人論文）の作成方法を理解することで
思考のプロセスや探究活動の手順を学ぶことができた。

・KJ法などのディスカッションで出た意見のまとめ方など、基
本的な技術を学び、グループワークの基本が身についた。

・出身中学校に戻って、本校でのSGH活動の成果報告ができ、
普及活動に貢献した。



校内での意識調査アンケートから見る生徒の変容
（5月・2月実施）表５：グローバル・リーダーとしての資質・力量の変容について

資質・能力 学年 ①H28.5 ②H29.2 ③H29.5 ④H30.2 備考

61期生 ー ー 5.09 4.91

60期生 4.95 4.87 5.03 5.02

59期生 4.80 4.98 5.04 5.12

61期生 ー ー 4.75 4.61

60期生 4.72 4.50 4.62 4.86

59期生 4.48 4.61 4.69 4.82

61期生 ー ー 4.99 4.61

60期生 4.87 4.71 4.78 4.70

59期生 4.53 4.73 4.76 4.85

61期生 ー ー 4.97 4.69

60期生 4.88 4.63 4.72 4.88

59期生 4.56 4.76 4.76 4.87

61期生 ー ー 4.59 4.54

60期生 4.56 4.36 4.52 4.63

59期生 4.31 4.56 4.55 4.76

61期生 ー ー 5.05 4.78

60期生 4.95 4.70 5.03 4.80

59期生 4.94 4.96 5.03 5.17

満点は7.0点　　有意水準は１％

６．社会課題に対する関心

◆59期生：④＞①有意に上昇

◆60期生：④＞②有意に上昇

◆59期生：④＞①有意に上昇

◆61期生：有意に下降

◆59期生：④＞①有意に上昇

◆61期生：有意に下降

◆60期生：④＞②有意に上昇

◆59期生：④＞①有意に上昇

◆60期生：④＞②有意に上昇

◆59期生：④＞①有意に上昇

◆60期生：③＞②有意に上昇

１．世界の中での日本人として

　　の文化的アイデンティティ

２．幅広い知識と教養

３．コミュニケーション能力

４．リーダーシップ

５．課題発見・解決力

（H30高知西高等学校研究開発実施報告書より抜粋）



７．課題
・全学年全生徒を対象として実施しているため、リサーチペーパー

（探究論文）の内容の充実度に差がある。

・1年から2年、2年から3年に繫げていくシステムがうまくいって

いない面があり、今年度改善策を試行している。

・リサーチペーパー（探究論文）作成時間が、授業時間では不十分。

・海外リサーチにおいて、英語を活用して積極的にインタビューや

ディスカッションができる力を育成する必要がある。


